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(

-

巴
〇

の

新
版
､

そ
の

他
に

つ

い

て

ー
H

鈴

木

秀

男

■

一

六

四

〇
年
の

頃
､

五

〇
歳
を

ま

た

ず
に
､

｢

イ
ン

グ

ラ

ン

ド
､

フ

ラ
ン

ス

､

オ

ラ
ン

ダ
､

ド

イ
ツ
､

ポ

ー

ラ
ン

ド
､

ル

ー

マ

ニ

ア

な

ど
､

全
数
表

す

一

口

γ

パ

に
､

単
に
一

個
の

教
育
者
と

し

て

の

み

で

な

く
､

大
学
者
の

ひ

と

り

と

し
て
､

ま

た

全
科
寧
の

改
革
者
と

し

て
､

そ
の

名
を

た

た

え

ら

(

1

)

れ

た
+

ヤ

ン

･

ア

モ

ス

･

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

(

甘
β

ト
l

日
■○
缶

内
○

ヨ
e

日

掛
≠
-

-

P
t
.

C
O

ヨ
e

2 .
戸
の
ー

ー

治
N

-
-

笥
○

)

が
､

か

つ

て
､

『

憂
愁
の

人
｡

敵
国
と

敦
合
と

の
･

痛
ま

し

き

破

滅
に

注
ぐ
･

一

キ

リ

ス

ト

者
の
･

悲
し

み

と

憂

い

と
に

心

沈
む

嘆
き
』

(

こ

れ
に

つ

い

て

は

本

稿

後

節
)

を
､

ま

た

『

大

数
授
畢
』

の

前
身
で

あ

る

ボ

ヘ

ミ

ア

語
『

教
授
撃
』

(

次

競
論

説
)

や
､

『

開
か

れ

た

二
言

語
の

扉
』

(

本

筋

後

出
)

を

捧
げ
て
､

そ

の

救
済
を

願
っ

た

敵
国
ポ
ヘ

､

､

､

ア

も
､

前
世
紀

末
な
い

し

今
世
紀
初
め
に

至
る

ま

で

は
､

彼
の

遺
産
の

穏
承
に
､

ほ

と

ん

ど

関
心

を

沸
わ

な
か
っ

た
､

と
い

っ

て

よ

い
｡

た

と

え

ば
､

『

大
数
授
寧
(
.

U
-

d
a
O
t

訂
P

g

農
m

ロ
P
､

)

』

は
､

フ

ラ

ン

ケ
､

ル

ゥ

ソ

ォ

､

バ

ゼ

ド

ゥ
､

ぺ

ス

タ
ロ

サ

ツ

ィ

､

､
フ

ロ

ェ

ー

ベ

ル

な

ど

近
代
教
育
の

建
設
者
た

ち
の

路
線
を

像
示

し

た
､

と

許
さ

れ

る

に

も
か

か

(

2
)

わ

ら

ず
(

ヨ

ー

ロ

ブ

.一
パ

の

他
国
で

も
､

こ

の

著
作
は
､

出
版
後
二

百
年
以

上

も

埋

れ

る
に

ま
か

せ

ら
れ

て

い

た

と

は
い

え
)

､

一

八

七
一

年
の

ド

イ

ヽ

ヽ

ツ

語
諸
に

始
ま

り
一

九
四
一

年
の

ロ

シ

ア

語
詳
に

い

た

る
･

再
版
､

ほ

ん

詳
の

う
ち
､

一

二

種
の

ド

イ

ツ

語
詳
､

二

種
の

ラ

テ
ン

語
再
版
(

い

ず
れ

も
ド

イ

ツ

人
の

手
に

な

り

ド

イ

ツ

出
版
)

､

九
種
の

ロ

シ

ア

語
詳
､

三

種
の
.

ポ
ー

ラ
ン

ド

語
詳
､

そ
れ

ぞ

れ

二

種
の
･

ル

ー

マ

ニ

ア

語
お

よ

び

イ
タ

リ

ア

語

詳
､

に

つ

い

で
､

ハ

ン

ガ

リ

ア

〔

マ

ジ

ャ

ー

ル

〕

語
､

ス

ペ

イ
ン

語
+

ヽ

ヽ

フ

ラ
ン

ス

語
､

英
語
へ

の
･
ほ

ん

辞
そ
れ

ぞ

れ
一

種
の

間
に
､

よ

う
や

く
ポ
=

(

8
)

へ

､
､

､

ア

語
霹
一

種
(

一

九

〇
五

年
)

が

加
わ
る

に

す
ぎ

な
い
｡

同
よ

ぎ
に
､

『

開
か

れ

た
･

言
語
の

扉
(

こ
中
ロ
亡
p

H

L
n

g

戸
p

コ
一

日

河
e

等
⊇
t

P

〕
』

(

+

六

三
一

年
出

版
)

は
､

ポ
ヘ

､

､

､

ア

国
民
の

た

め
に

制
作
さ

れ

な

が

ら
､

た

ち
ま

ち

の

う
ち

に

全
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

教
育
者
に

採
用
さ

れ

て
､

.
一

六
三

六

年
ま

で

の

問
に
､

ア

イ
ル

ラ

ン

ド

語
版
､

ス

ペ

イ
ン

語
什

ラ

テ
ン

語
版
､

ス

ペ

イ
ン

語
=

英
語

版
､

ド

イ
ツ

語
イ
タ

リ

ア

語
を

含
む

六

カ

国
語
版
､

イ
タ

リ

ア

語
=

ラ

テ
ン

語

版
､

ラ

テ
ン

語
=
ド

イ

ツ

語
=
ギ

リ
シ

ア

語
=

(

4

)

ヘ

ブ

ラ

イ

語
版
等
々

の

刊
行
を

み

た
に

と

ど

ま

ら

ず
､

ア

ラ

ビ

ア

語
､

■
ト
■

ヽ

ヽ

(

5
)

ル

コ

語
､

ペ

ル

シ

ア

語
､

モ

ン

ゴ

ル

語
に

ま
で

ほ

ん

辞
さ

れ
､

一

躍
著
者

に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

指
導
的
教
育
改

革
者
の

名
聾
を

寄

ら

し

た

の

で

あ

る
ノ

が
､

一

七

世
紀
の

間
に

右
の

よ

う
に

再
･

改
版
さ

れ

た

四

五

種
中
プ

ラ
ハ

で

出
版
さ

れ

た

も
の

は
､

わ

ず
か

に

二

種
､

そ
の

後
は
一

八

八

〇
年
の

ボ

(

6

)

へ

､

､

､

ア

語
版
一

種
に

す
ぎ

な
い
｡

さ

う
に

ポ
ヘ

､

､

､

ア

語
『

教
授
撃
』

に

い

7

た
っ

て

は
､

そ
の

草
稿
が

ポ

ー

ラ

ン

ド

の

レ

■シ
ュ

ノ

(

J
①
の

巴
-

○
)

で
､

.
カ

畑
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一 橋 論叢 第四 十 三 奄 第二 競 ( 76 )■

収
の

各
著
作
の

･

先
行
諸
版
本
と
の

照
合
と

が

含
ま

れ

る

-
｡

ヽ

ヽ

こ

の

よ

う
に

し
て
､

わ

れ

わ

れ

は
､

従

爽

稀
こ

う

本
に

蜃
し

て

い

た

○
ロ
○

を
､

原
形
の

ま

ま
で

観
､

か

つ

研

究
す
る

横
合
に

降
す

る

こ

と

に

な
つ

た
｡

･

第
一

部
に

は
､

-

0

己
g
t
山

O

P

巳
P

g

ロ
P
､

は

じ

め
､

こ
P
ロ

仁

p

】

L
日

惣
一

苧

ヨ
ー

ヨ

河
e
払

e

ゴ
P
t

p

√

こ
.

｢

声
.

く
e

仏
t

旨
已
仁

2
､

(

『

開
か

れ

た
･

言

語

バ

ソ

ソ
フ

ィ

ア

の

扉
の

門
』
)

:
勺
P

ロ

琶
七

E
8

勺
→

8
-

ロ

巴
仁

2
､

(

『

汎
知
畢
序
幕
』

)

■､
h

C
?

ロ

巴
仁

日
日

P

吋
P

n

等
p

F
-

c

O

ヨ
ー

ヨ

ロ
ー

ー

⊆
U

E
巳
-

○
､

(

『

汎
知
畢
の

意

囲
の

解

明
』

)

な

ど
八

著
作
が
､

第
二

部
に

は
､

へ

Z
0

5 .
払

玖

m
P

P
-

ロ

叫
ロ
P

2
2

呂
e
t

ど
a

宏
べ

『

言

語
の

･

最
新
の

方

法
』

)

な

ど

六

著
作
が
､

第
三

部
に

は
､

-

S
O

ビ
○
-

P

勺
P
ロ

筈
七

E
O

p
､

(

『

汎
知
畢
の

畢

校
』

)
､

れ

S
c

F
O
】

P

ビ

デ

d

声
∽

､

(

『

演
劇
に

よ

る

撃

校
』
)

は

じ

め

大
小

二

八

著

作
が
､

第
四

部
に

は
､

h

く
一

打

G
¥
【

宏
､

(
『

流
樽
の

生

涯
』

)
､

-

く
e

n
t

仁
P

訂
仁

ヨ
S
P

甘
e

苧

ヽ

み

t

訂
､

(

『

知
え
の

箕
』
)

な

ど
一

〇
著
作
が
､

含
ま

れ
て

い

る
｡

な

お
､

こ

の

馬
眞
版
の

底
本
と

な
っ

た

原
刊
本
が

ど

れ

で

あ

る

の

か

は
､

『

註
解
』

序
文
に

も

告
げ
ら

れ

て

い

■
な
い

が
､

東
濁
の

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

研
究
者
ホ

ー

フ

マ

ン

に

よ

る

と
､

前
節
に

し

る

し
た

｢

ヤ

ン

･

フ

ス

館

(

1
)

国

書
館
+

の

所
森
本
で

あ

る
｡

(

1
)

守
｡

n
t
N

ロ
U

P
ロ

P
n

ロ

に

よ

る
･

〇
〇
〇

新

版
へ

の

評

言
の
ゝ

つ

ち
｡

》

A

岩
E
く

匂

3
♂

賢
か

已

○

巴
d

d
t

か

P

已
-

e

J

p

ロ

P

A
m
O

芳

村
?

ヨ
e

ロ
∽

打
か

け

5
.

ゝ
邑
P

(

訂

ヨ

3
叫

§
戸
《

(

『

J
･

A
･

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

の

生

涯
と

著
作
と

に

か

ん

す
る

研

究
の

た

め
の

紀
要
』

)

け

邑
○

如
く
･

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
.

〔

-

¢
h

芯
〕

-
.

∽

汀
.

∞

汁

三

〇
〇
〇

の

第
三

巻
『

註
解
』

は
､

そ

の

｢

序

文
+

の

部

分
(

5

-
3 0

ペ

ー

ジ
)

と
､

所
収
の

著
作
の

多
く

に

つ

い

て

そ
の

成
立
史
を

し

る

し
､

全

著
作
の

誤
植
を

訂
正
し
､

先
行
諸
版
の

あ

る

も
の

に

つ

い

て

は

そ

の

主
要

版
本
と
の

照
合
を

施
し

異
同
を

記
録
し

た

部

分
(

3 1

-
1 4 5

ペ

ー

ジ
)

と

か
､

ら
､

な
る
｡

｢

序
文
+

と

し
て

は
､

ボ
ヘ

､

､

､

テ

語
と

ラ

テ
ン

語
と
で

善
か

れ

た
･

ほ

ぼ

同
論
旨
の

･

二

つ

の

序
文
が

付
さ

れ

て

い

る

(

ポ

ヘ

､

､

､

ア

語

序

文
は
､

1

-
1 6

ペ

ー

ジ
､

ラ

テ

ン

語

序
文

は
､

16

-
3 0

ペ

ー

ジ
｡

雨

着
の

相

違
は

た

だ
､

ラ

テ

ン

語

序
文
の

冒

頭
二

パ

ラ

グ

ラ

フ

に

-
コ

メ

ニ

ュ

ウ
･
ス

の

0
0
0

を

形
づ

く
る

諸
著
作
は
､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸

国

民
の

文

化

遺

産
と

不

可

分
で

あ

り
､

コ

メ

ニ

ュ

ウ

ス

は

そ

の

遺

産

を

新

し

く

ま

た

良

く

整
理

し

て

教
育

と

教
養
と
に

仕
え

る

草

間

蓄

積
と

し

た
｡

コ

メ

ニ

ュ

ウ
ス

の

作

品

は
､

ガ

リ

レ

イ
の

諸

封

話
､

デ

カ

ル

ト

の

エ

ア

セ

､

ダ
イ

コ

の

新

科

挙
と

と

も

に
､

人

間
と

せ

界
と

の

中
に

新
し
い

理

性
を

導
入

し

た

-
旨
が

書
か

れ

て

い

る

こ

と
､

お

よ

び
､

序

文

末
尾
に

近

く
､

○
ロ
○

原

刊
本
の

所

赦

ヽ

ヽ

の

部

数
が

し

る

さ

れ
て

い

る

こ

と

に
､

す

ぎ

な
ぃ
)

｡

･

序
文
は
､

パ

ー

ト

チ
エ

カ

(

l

P

β

勺
P
什

○

欝
且

捨
雷
の

｢

○

ロ
○

の

成

立
と

構
成
と

に

つ

い

て
+

(

ボ

5

-
1 3
､

テ

ロ

1
16
)

と
､

プ

ラ

ム

ポ

チ

(

l

O
∽

e
f

せ
【

p

ヨ

ぎ
→

且

婚
嘗
の

｢

○
ロ
○

の

異
版

に

つ

い

て
+

(

ボ

1 4

1

16
､

ラ

㌘

-
2 9
)

､

お

よ

び

｢

結
語
+

(

ボ

1 6
､

ラ

卵

-
3 0
)

の

三

叙

述
か

ら

成
る
｡

パ

ー

ト

チ
エ

カ

に

よ

れ

ば
､

一

六

五

六

年
の
･

ポ

ー

ラ
ン

ド

=
ス

ウ
ェ

β∂0
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ー

ト

ー

ヂ
ン

間
の

戦
火
に

よ

り
､

常
時
レ

シ

ュ

ノ

に

い

た
コ

ー

メ

ン

ス

キ
ー

の

･

(

ソ

ソ

フ

ィ

ア

(

1

)

財
産
も
､

主
と

し
て

汎
知
争
闘
係
の
･

貴
重

な

手
稿
も
､

烏
有
に

辟
し

た
｡

こ

の

よ

う
な

事
態
の

再
蓉
を

防
ぐ

た

め
､

コ

ー

メ

ン

ス

キ
ー

は
､

自
ら

の

作
品
を
一

括
し
て

印
刷
す
る

こ

と

を

考
え
､

か

つ

ま

た

そ

れ
に

よ
っ

て

ポ

ヘ

､

､

､

ア

兄
弟
合
(

-

e
▲

旨
○

訂

訂
巴
⊇
打
か
)

の

監

督
と

し

て

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

各

地
に

分
散
し

困

窮
に

苦
し

む

兄
弟
禽
聖
職
者
へ

の

資
金
を

え

よ

う
と

し

た

と
こ

ろ
に
､

○
ロ
○

成
立
の

機
縁
が

あ
る
｡

こ

こ

か

ら
コ

ー

メ

ン

ス

キ
ー

は
､

か

つ

て

(

一

六

四

四

-
四

七

年

頃
)

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

宰
相
オ

ク

セ

ン

ス

チ
エ

ル

ナ
(

A
.

〇

記
ロ
∽
t

i

e

→

ロ
P
)

の

委
嘱
に

よ

り

『

言
語
の

･

最

新
の

方
法
』

を

制
作
し

た
さ

い
､

そ

の

斡
旋
に

あ

た
っ

た
ル

ド

ブ

ィ

ク
･

デ
･

ヘ

ー

ル

(

P
+

邑
○

ま
○

血

訂

G
e

e

l
】

在
オ

ラ

ン

ダ

の

フ

ラ

ン

ス

系
商
人
｡

『

方

(

2
)

法
』

は
､

こ

れ
に

捧
げ

ら
れ

た
)

の

親
族
の

援
助
を

期
待
し
､

か

つ

ま
た
､

こ

の

年
彼
の

七

部
作
『

人

事
の

改
善
に

か

ん

す
る

聴
勧
告
(
.

O
e

蒜

2
m

ビ
仁

冒
p

β
p

コ
ー

m

ふ
ヨ
e

n

d
p
t
-

○

日
e

C
O

β

竺
-
-

t

巳
-

O

C
p
t

ビ
○
-

訂
P
､

)

』

(

こ

れ

に

つ

い

て

は
､

本

稿

後
節
)

の

出
版
を

引
受
け
た
･

オ

ラ
ン

ダ
の

有
名

(

3
)

な

出
版
業
者
エ

ル

ゼ

ゲ
ィ

エ

(

望
N

e

5 .
e

ユ

を
た

の

み

と

し

て
､

ド

イ

ツ

経
由
テ

ム

ス

テ

ル

ダ
ム

に

お

も

む
い

た

(

ポ

5

-
6
)

｡

し
か

し
コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

は
､

自
己
の

著
作
の

編
集
に

あ

た

り
､

罷
T

な

る

収
集
に

お

わ
る

こ

と

な

く
､

自
ら

が
へ

て

き

た

人
生

行
路
と

思
考
の

遍

歴
と

を
､

オ

ラ

ン

ダ
の

讃
者
に

つ

た

え

る

必

要
を

感
じ

た
｡

そ
こ

に
､

『

流

稗
の

生

涯
』

に

始
ま

り
､

白
己
の

作
品
に

つ

い

て

白
ら

評
言
を

下
す
『

知

ヽ
え
の

箕
』

な

ど
一

〇

編
か

ら

成
る
･

〇
D
O

第
四

部
が

付
さ

れ

る

理

由
が

あ
る

の

で

あ

り
､

パ

ー

ト

チ

エ

カ

が
､

第
四

部
所
収
の

諸
著

作
と

先
行
諸

作
品
と

の

関
連
に

言
及
す
る

意
味
が

あ

る

(

ポ

8

-
1 3
)

(

こ

の

内

容
に

つ

い

て

は
､

本

稿
で

は

紹

介
を

省
略
す
る
)

｡

｢

序
文
+

の

中
で

示
唆
深
い

の

は
､

パ

ー

ト
チ

ュ

カ

が
､

○

ロ
○

第
一

部
か

ら

第
三

部
の

編
集
･

構
成
に

あ
た
っ

て

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

が

と
っ

た

ヽ

ヽ

方
法
に

つ

い

て
､

述
べ

て

い

る

見
解
で

あ

ろ

う
｡

メ

ソ

ソ

フ

ィ

ア

汎
知
畢
関
係
の

諸

作
品
は
､

焼
失
し
た

手
稿
を

で

き

る

限
り

復
元
し

て

デ
イ

〆
ク
チ

カ

ニ

こ

に

収
め

た

と

は
い

え
､

教
授

畢
関
係
の

諸
著
作
に

比
し

て
､

編
教
も

少
く
､

自
然
､

構
成
は

後
者
に

大
き

な

比

重
が

か

か

る

こ

と

に

な

る
｡

そ

の

上
､

汎
知
畢
闇
係
の

諸
論
作
は
､

そ

れ

が

人

間
知
の

饅
系
的
統
一

を

意

圃
し
て

制
作
さ

れ
た

性
質
上
､

お

の

ず
か

ら

相
互
に

編
集
上
の

統
一

性
を

デ
イ

〆
ク

チ

カ

保

讃
す
る

こ

と
に

な
る
｡

｢

教
授
争
闘
係
の

作
品
は
､

こ

れ

に

反

し
､

き

わ

め

て

異
質
的
な

諸
部
分
か

ら

成
り

立
つ

ま

ま

に
､

統
一

的
に

編
集
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な
か

っ

た
+

｡

し
か

し
､

そ

れ

は

い

か

に

し
て

可

能
で

あ

る

の

か
｡

パ

ー

ト
チ

ュ

カ

は
､

｢

そ
れ

は
､

自
ら

の

思
考
と

作
品
と
の

生
成

を

提
示
す
る

俸
記
的
枠
に

よ
っ

て

生
じ

た
(

S

邑
｡

∽

e

t

｡

E
｡
g
→

邑
｡

打

≠

ロ

→

か

2
忌
日
〉

く
〕

首
-

賢
r

畳
○
小

ヨ

ヨ
n

芹

ユ
P

賢
n

ど
F

ヨ
忘
-

e

ロ
e

村

P

打

n
亡

F
)

｡

俸
記
の

枠
に

つ

い

て

の
､

ま

た

自
ら
の

魂
の
･

苦
悩
に

充
ち
た

努
力
の

歴

史
に

つ

い

て

の
･

′
こ

の

特
徴
的
な

思
考
は
､

著
作
の

整
序
に

さ
い

し
一

六

五

七

年
の

･

あ
る

時
期
に
､

コ

ー

メ

ン

ス

キ
ー

の

中
に

生
じ

た

も
の

に

相

違
な
い
+

(

ボ

7
)
､

と

述
べ

て

い

る
｡

○
ロ
○

の

第
一

部
か

ら

第
三

部
に

至
る

全
作
品
は
､

た

だ

制
作
年
代
を

迫
っ

て

配
列
さ

れ
て

い

る
の

で

は

な
い

｡

第
一

部
は

｢

一

六

四
二

年
ま
で

の

レ

シ
ュ

ノ

時
代
+
､

第
二

部
は

｢

一

六
五

〇
年
ま

で

の

エ

ル

ビ

ン

グ

時

代
+
､

第
三

部
は

｢

一

ホ
堀

七

年
ま
で

の

〔

シ

ャ

｡

シ

ュ

‖
〕

パ

タ

タ
に

お

け

る
･

ハ

ン

ガ

リ

ア

時
代
+

(

そ

し
て

第
四

部
は

｢

オ

ラ

ン

ダ

時
代
+

)

と

j妙J
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( 7 9 ) 研 究 ノ ー ト

は
､

こ

こ

に
､

｢

人

間
の

現

資
を
､

そ
の

過

去
か

ら
､

そ
の

生

成
か

ら

理

解

し
て
､

そ

れ

〔

現
賓
〕

を
､

完

結
し

た
･

純
粋
な

成
果
や
､

一

束
の

虞
方

箋
に

還
元
す
る

こ

と
を

欲
し

な
い

･

歴
史
家
お

よ
び

フ

ィ

ロ

ロ

ー

ダ

と

し

て

の

･

驚
嘆
す
べ

き

能
力
+

を

観
て

い

る
の

で

あ
る

が

(

ボ

ア
)

､

こ

の

よ

う
に
､

自
己
の

思
考
生
産
の

成
果
の

い

ず
れ

を

も
､

白
己
に

と
っ

て

窮
極

的
な

も
の

最
後
的
な

も
の

と

は

承

認
せ

ず
､

常
に

そ

れ

ら
に

歴
史
的
距
離

を

と

る

態
度
を
､

わ
れ

わ

れ

は
コ

メ

ン

ス

キ
ー

の

自
己

提
示
の

仕
方
と

し

て

注
目
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

次
ぎ

に
､

プ

ラ
ム

ポ

ラ

執
筆
の

｢

O
U
O

の

異
版
に

つ

い

て
+

で

は
､

本
刊
本
四

部
の

各
々

に

つ

い

て
､

そ
の

本
文
欄
数
字
の

誤
記
､

重

複
､

飛

躍
な

ど

が

指
摘
さ

れ
て

お

り
､

こ

の

こ

と

と
､

在
ボ
ヘ

ミ

ア

の

原
刊
本
に

つ

い

て

も

そ
の

間
に

印
刷
技
術
上

の

相
違
が

見
ら

れ

る

と
こ

ろ

と
か

ら
､

異
版
の

存
在
が

推
定
さ

れ
､

世
界
の

O
U
O

原
刊
本
所
痺
者
に

た

い

し
､

所
蔵
本
に

つ

い

て

の

報
告
方
の

協
力
が

希
望
さ

れ
て

い

る
｡

最

後
に

｢

結
語
+

に

よ

れ

ば
､

二
)

の

新
版
の

刊
行
を

捨
雷
し

校
訂
に

あ

た
っ

た
の

は
､

科
学
ア

カ

デ
､

､

､

エ

合
貞
で
､

同
ア

カ

デ
､

､

､

エ

の

コ

ー

メ

ン

ス

キ
ー

名
構
教
育
畢
研
究
所
､

あ

る
い

は

哲

畢
研
究
所
の

所
員
で

あ

る
･

上

記
プ

ラ
ム

ボ

ラ
､

チ
エ

ル

グ
エ

ン

カ

(

J

P

3

2 ､
→

㌢
ヨ
e

ロ

訂
)

､

■
ミ

シ

ュ

コ

ー

フ

ス

カ

ァ

一

女
史
(

く
.

→
.

呂
㌫
打

○

ま
臣
)

､

上

記
パ

ー

ト

チ
ュ

カ
､

チ

ャ

ブ
コ

ー

ヴ
ァ

ー

=

ヴ
オ

ー

ト
ル

ー

ボ

ブ
ア

一

女
史

(

ロ

品
目
P
→

n
P

p
打

○

鼓
･

く
O
t

言
ど

鼓
)

､

お

よ

び
､

同
ア

カ

デ
､

､

､

エ

の

ギ

リ

シ

ア

語
･

ロ

ー

マ

ン

語
･

ラ

テ
ン

語
研
究
部
の

ク
ル

ゥ

ー

チ
エ

カ

(
]

芦

内
】

鼓
k
a
)

､

の

諸
氏
で

あ

る
｡

(

1
)

〓
ハ

五

六

年
五

月
二

二

日
､

フ

ィ

グ
ル

あ
て

の
･

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

の

書

簡
に

は
､

手
稿

喪

失
の

悲

嘆

と

そ

の

一リ
ス

ト

が

し

る

さ

れ

て

い

る

(

1
.

田
→

鼓
巴
p
‥

田
○

三
富
匂
○

ロ
n

わ

ロ
O

e

ナ

A
.

内
.

〔

∽

甘
払

叫

ナ

A
.

巧

打
巴
○

ご

官
巴
F

P

-

苫
N
.

∽

t

ロ

N

O

ヱ

(

2
)

○
ロ
○

の

タ

イ

ト

ル

･

ペ

ー

ジ

に

は
､

｢

ラ

ク

レ

ン

チ
エ

ウ

ス

･

デ
･

ヘ

ー

ル

の

出

費
に

よ

り
+

と

印

刷
さ

れ

て

い

る
｡

(

3
)

し
か

し

賓
際
の

出
版

者
は
､

ク

リ

ス

ト

フ

ァ

ー
･

タ

ン

ラ

ー

ト

で

あ
っ

た
｡

(

4
)

○
ロ
○

⊥
.

O
e

巴
○

邑
○

ユ
P
…

勺

巳
O
q

打
P
､

賢
叫
･

か
･

(

5
)

》

A
ヨ
E
く

‥

胃
○

£
r

d

㌢
P

㌣

e
t

〇
一

《

賢
→
.

∞

P

四

一

八

九
七

年
､

ク

プ
ア

チ

ャ

ラ

(

甘
n

内
う
p

評
-

P
)

や
パ

テ

ラ

(

A
･

勺

監
e

岩
)

ら
の

手
で
､

｢

科
挙
･

文
垂
･

技
術
の

た

め
の
･

フ

ラ
ン

テ

ィ

シ

ュ

ク
･

ヨ

セ

フ

皇
帝
の
･

ボ
ヘ

､

､

､

ア
･

ア

カ

デ
､
､

､

エ

+

か

ら

刊
行
さ

れ

た
『

ヤ

ン

･

ア

モ

ス

･

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

著
作
集
(
れ

∽

甘
∽

q

甘
n
P

A
m
?

冨

田
0

2
¢

ロ
¢

監
F
O

〕
』

も
､

往
復
書
簡
集
の

出
版
に

と

ど

ま
っ

た

ら

し

く
､

ま

た
､

一

九
一

一

年
か

ら
､

レ

ー

ベ

ル

(

-

○
∽

e
h

声
e

♂
0

ユ
､

ノ

ヴ
ァ

ー

ク

(

甘
口

く
.

Z
O

ま
r

打
)

ら

を

編
集
者
と

し
､

｢

モ

ラ

ヴ
ィ

ア

教
員
連
盟

中

央
協
合
+

に

よ
っ

て

刊
行
を

開
始
さ

れ

た
･

ボ
ヘ

､
､

､

ア

語

作
品
を

も

含
･

む

『

コ

ー

メ

ン

ス

キ
ー

敗
者
作
集
(
h

く
2

欝
e

り

か

S

旦
払

y

甘
n
p

A
m
O
S

p

R
O

ヨ
e

n
班

打
か

ざ
〇
.

2
町

村
-

P

d
e

ヨ

亡
∽
t

叫

e

包

ロ
{

S

p
O
-

打
p

-

①

一

日
O
t

C
空
t

e
-

一

町

村

甘
F

日

P

呂
○

岩
d

ふ
.

田
→

ロ
〇
.

)

』

も
､

一

九
二

六

年
ま
で

に

計
量
の

四

分

の
一

(

八

巻
)

を

公
刊
し

た

の

み

で
､

出
版
を

中
止
さ

れ

た
｡

前
述
O

U
O

へ

J

刊
行
の

節
は
､

ラ

テ

ン

語
･

ボ
ヘ

ミ

ア

語
絶
著
作
の

収
集
出
版
(

一

九
七

彫

一郎
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＼

○

年
ま
で

に
)

と
､

同
時
に

教
師
と
一

般

国
民
と
の

た

め
に

基
本
著
作
の

出
版
を

約
束
し
て

い

た

が
､

一

昨
一

九
五

八

年
､

チ

ャ

ブ
コ

ー

ヴ

ァ

ー

=

ヴ
オ

ー

ト

ル

ー

ポ

プ
ア

ー

女
史
ら
､

科
学
ア

カ

デ
､
､

､

エ

･

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

名
構

教
育
学
研
究
所
そ

の

他
の

ス

タ
ッ

フ

の

編
集
に

か

か

り
､

｢

国
立

教

育
学
出
版
所
(

S
t

賢
ロ
ト

吋
e

争
p

g
O

g

訂
打
か

Z
a

打
-

邑
巴
e
-

の
t

5 ､
)

か

ら

刊
行

さ

れ

た

竜

ヤ

ン

･

ア

モ

ス

･

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

選
集
｡

第
一

巷

(
入

く
}

ア

ロ
平

日
か

S

甘
∽

y

J

牢
ロ
P

A
ヨ
○

護

持
○

日
e

n
S

対

空
F

〇
.

､

S

く

P
N

e

打

Ⅰ
.

会
O

s
t

り
.

∽
.

匂
.

芦
-

¢

誌
.

)

』

は
､

こ

の

企
墓
に

つ

ら

な
る

も

の

で

あ

る
｡

､

こ

の

『

選
集
｡

第
一

巷
』

所
収
の

著
作
は
､

現

代

語
で

編

集

さ

れ

た

『

ボ
ヘ

ミ

ア

王

国
に

お

け

る

畢
校
改
革
に

関
す
る
･

簡
短
な

提
案
(
れ

Z
苧

∃
粁
n
{

打

鼓
t

監
0

0

げ

ロ
○

忌
日
小

詳
0
-

く

内

鼓
-

○

讃
t

5 ､

許
∽

監
芦
〕
』

(

∽
t

l
.

N

¢

-
合
)

､

『

大

数
授
畢
』

の

ボ
ヘ

ミ

ア

語
詳
(
入

く
e
】

好
か

巳
年
P

打
t

r

打
P

〕

(

功

t
l
.

き
-
N

∞

N

)

､

ボ
ヘ

ミ

ア

語
の

『

母

親
の

〔

幼
見
〕

学
校
の

教

示
(

H

已
○
→

ヨ
P
t

O

コ.
日

日
卸

打
○
】

呵

2
巳
e
吋

∽

打
か

∴
)

』

(

∽
t

→
.

N

00

い

-
窒
か
)

､

ポ
ヘ

､

､

＼

ア

語
の

『

開
か

れ

た
･

言
語
の

屏
(

∴

ロ

鼓
ロ
P

甘
N
H

貫
か

O
t

e

忌
e
･

β

℃
)

』

(
の
t

→
.

窒
¶

!
£
○
)

､

で

あ

り
､

こ

れ
に
､

文
麒
的
注
解
､

コ

ー

メ

ヽ

ン

ス

キ

ー

が

用
い

た
･

モ

ラ

ヴ
ィ

ア

語
の

語
い
､

が

付
さ

れ

て

い

る
｡

『

提
案
』

は
､

ポ
ヘ

､
､

､

ア

語
『

教
授
畢
』

制
作
の

直
後
に

執
筆
さ

れ

た

ち
の

の

よ

う
で

あ

り
､

後
年
プ

ー

ル

キ

ン

が

や
は

り
レ

シ

ュ

ノ

で

そ
の

草

稿
を

蜃
見
し
､

一

八
五
一

年
プ

ラ
ハ

の

博
物
館
に

寄
贈
し
､

『

古
ポ
ヘ

､
､

､

ア

叢
書
』

に

螢
表
さ

れ

た

以

後
､

再
刊
を

見
な
か

っ

た
｡

『

母

親
の

畢
校
の

教

示
』

は
､

一

六
三

三

年
に

レ

シ

ュ

ノ

で

ド

イ

ツ

語

版

(
〔

ナ

A
･

C
〕

‥

-

H

已
○
→

2
巴
○

ユ
づ

m

計
り

呂
已
t

2

1

S
O

F

已
.

〕

と

ポ

ー

ラ
ン

ド

語
版
と

が
､

一

六
五

三

年
に

ラ

テ

ン

語

版
(

こ

れ

が
､

後
に

○
ロ
○

-
H

中
･に

へ

m

訂

ど
ー

P

H

ロ

訂
芦
江

田
､

ど

し

七

収

め

ら
れ

る
)
､

が

出
た

が
､

こ

れ
の

ボ

ヘ

､

､

､

ア

語
草
稿
(

本

『

選
集
』

に

再

刷
)

は
､

一

八
五

六

年
に

ギ
ン

デ
リ

(

A
n
t

O

n

G
訂

計
-

ユ

に

よ
っ

て

や

は

り
レ

シ

ュ

ノ

で

餞
見
さ

れ
､

同
五

八

年
に

プ

ラ

ハ

で

印
刷
さ

れ

た
｡

ボ
ヘ

､

､

､

ア

語
『

開
か

れ

た

二
言

語
の

扉
』

は
､

教
授
撃
に

か

ん

す
る

著
作
と

し
て

は
､

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

が

生

前
母

国
語
で

公
刊
し

た
･

ゆ
一

の

作
品
で

あ
っ

て

(

一

六

三

三

年
､

レ

シ

ュ

ノ

で
)
､

こ

れ

も
ラ

テ
ン

語
版
が

先
に

出
た

(

一

六

三
一

年
)

｡

本
『

選

集
』

に

は

ラ

テ
ン

語
版
序
文
を

も

詳
し

て
､

収
め
て

い

る
｡

こ

の

第
一

巷
所
収
の

:
)

れ

ら

三

作
品
は
､

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

の
･

初

期
の

教
育
学
思
想
と

教
授
畢
思
考
と

を

知
る

上
に
､

き

わ

め
.て
貴
重
な

も

の

で

あ
る

け

れ

ど
も
､

た

だ

『

提
案
』

を

収
録
し

な
が

ら
､

ポ
ヘ

､
､

､

ア

語

『

教
授
畢
』

(

こ

れ

に

つ

い

て

ほ

吹

歌

論

説
)

を

収
め

な

か

っ

た

の

は
､

『

大
数
授
畢
』

と
の

比

較
照
合
と
い

う
こ

と
が

専
政

研
究
者
の

仕
事
に

巌

す
か

ら

と
い

う
の

で

あ

ろ

う
か
｡

本
『

選
集
』

に

は
､

人

ル

ー

プ

が

刊
行
の

節
(

監
r
.

h

-
J

を

書
き
､

パ

ー

ト

チ

エ

カ

が
､

本
奄
所
収
の

諸
作
品
を

め

ぐ
っ

て

｢

第
一

巷
序
文
+

を

執
筆
し
て

い

る

(

払
t

→
･

¢

-
N

O
｡

こ

こ

で
一

つ

だ

け

ふ

れ

て

お

け

ば
､

わ

れ

わ
れ

は
､

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

に

と
っ

て

教
育
は
､

人
類
の

救
済
に

た

い

す
る

断
念
と

絶
望
と
､

し

か

し

ま

た
､

そ

れ
へ

の

憧
憬
と

確
信
と
い

う
･

相
矛
盾
し

た
･

二

つ

の

想
念
と

心

情
と
の

緊
張
の

中
に

か

も

し

出
さ

れ

た

心

的
エ

ネ
ル

ギ

ー

の

優
出
口

で

あ
っ

た
､

と

考
え
､

し
か

し

こ

の

エ

ネ
ル

ギ

ー

は
､

-
救
済
の

望
み

が

断
た

れ

て
い

る

の

は
､

人
類
一

般
に

お
い

て

で

は

な

く
､

茸
は

成
人
の

世

代
に

お
い

て

で

あ

り
､

こ

れ

に

反
し

て
､

若
い

世
代
の

中
に

は
､

こ

の

よ

う
な

危
機
か

ら

は

自
由
な
･

そ

し

て

堕
落

β04



( 8 1 ) 研 究 ノ
ー ト

の

以

前
に

お

け

る
･

人

頬
の

生
命
が
､

潜
在
的
に

息
づ

い

て

い

る

-
と

い

う
思
考
プ
ロ

セ

ス

を

経
て

蜃
出
し
た
､

と

み

る
の

で

あ

る
が
､

パ

ー

ト

チ
ェ

カ

も

ま

た
､

『

大
数
授
畢
』

に

到
達
す
る

ま

で

に
コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

が
､

地

上

否
定
的
な

心

情
に

と

ら
え

ら
れ

た
こ

と

を
､

認
め

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

パ

ー

ト

チ

エ

カ

に

よ
れ

ば
､

ボ
ヘ

､
､

､

ア

反

乱
の

悲
劇
的
結
果
､

反
宗
教
改
革
の

進

行
､

戦
乱
､

等
々

の

情
況
に

た
い

し
て

生

れ

た

『

地

上

の

迷
宮
と

魂
の

楽
園
(

こ
し

p

す
ユ
n
t

∽

d

ふ
t

p

P

｢

宏
t

訂
已
耶

a
O

2
･

〕
』

(

本

稿

後

節
)

は
､

地

上

に

お

け
る
･

人
間
の

誤
謬
に

絶
望
し
､

こ

の

迷

宮
を

脱
出
す
る

途
と

し

て
､

自
己
の

魂
の

中
に

と
じ

こ

も
り
､

そ
こ

に

平

安
の

深
淵
を

見
い

だ

そ

う
と

す
る
･

慰
め
の

書
で

あ

り
､

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

が

早
く
か

ら

抱
い

て

い

た
･

調

和
に

充
ち

た

壮
麗
な

世
界
秩
序
の

認
識

パ

ソ

ソ

フ

ィ

ア

と

し

て

の

汎

知
畢
の

意
固
は
､

こ

こ

に

挫

折
す
る
｡

し
か

し

な
が

ら
､

い

か

な

る

機
縁
に

よ

る
か

は

つ

ま

び

ら

か

で

な
い

が
､

こ

の

地

上

香
定
か

ら

脱
却
し
っ

つ

あ
る

コ

ー

メ

ツ

ス

キ

ー

を
､

あ

た

か

も

そ
の

同
心
の

瞬
間
に

お
い

て

と

ら

え

た
の

が
､

エ

リ

ア
･

ボ

デ

ヌ

ス

の
『

教
授
寧
』

で

あ
っ

た
｡

こ

こ

に
､

地

上
の

迷
路
を

克
服
す
る

道
は
､

今
や

地

上
の

香
定
に

よ
っ

て

で

は

な

く
､

｢

地

上

そ

れ

自
身
の

内
部
で

の

行

為
に

よ
っ

て

(

だ
ロ

ゴ
○
∽
t
{

d

d

笥
賢
か

払

p

白
か

ヨ
)

+

､

い

い

か

え
れ

ば
､

｢

い

ま

だ

迷
宮
に

の

み

込
ま

れ

七
も
お

ら

ず
､

迷
宮
に

よ
っ

て

破

滅
せ

し

め

ら
れ

て

も
お

ら

ぬ

存
在
､

す

な

わ

ち
､

可
塑
的
な
･

け

が

れ

な

き

兄

童
､

に

向

け

ら

れ

た
･

賓

践

的

な
･

覿

職
さ

れ

た
･

周
到
な

行
鳥
〔

教
育
〕

に

よ
っ

て

(

だ
ロ

n
O
払

正

也

岩
村
1

t

言
付
○

仁

二
U

→

的

坪
口

訂
○

く
p

n

O
仁

∴
胃
O

m
息
-

e

ロ
○

仁

も
ぎ
㌢
e

ロ
○
仁

軒
t

か

m

す
t

t

O

賢
e

2
こ
2

帥

n

b
S

仁

み

ロ
e

甘
○

仁

】

P

オ

ヨ
+

-

已
e

日
勺

O

F
-

O

e

n

Ⅵ

p

N

村

p

訂
口

叫
-

○

訂
訂
0

日
0

戸

村

d

賢
e

m
〉

旦
p
m

已
c

村
≠

m
p

だ
賢
竹

肖
r
)

+

可
能
に

な
る

と

確
信
さ
れ

た

の

だ
､

と
パ

ー

ト

チ

エ

カ

は

理

解
し

て

い

る
｡

五

チ

ェ

コ

ス

ロ

ヴ

ア

キ

ア
･

ユ

ネ
ス

コ

協
力
委
員
合
が
､

O

U
O

原
刊
三

百

年
記
念
に

出
版
し

た

『

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー
･

著
作
抜
琴
(
ト

音
β

A
ヨ
○
∽

村
○

ヨ
e

思

尽
+
治
N

-
-

笥
〇
.

息
ど
:
い

n

巨
P

n
e

∽

打
○
∽
-

○

諾
ロ
S

医
村
○
叫

已
･

雷
‥

胃
○

眉
○
-

ロ

p
→

㌢
-

s

q
n
e

岩
〇
.

〉

勺

岩

訂
〉

-

¢

山

野

-

宣

告

こ
』

は
､

『

地

上
の

迷
宮
と

魂
の

楽
園
』

か

ら

七

草
､

『

大
数
授

畢
』

か

ら

三

幸
､

『

人

事
の

改

善
に

か

ん

す
る

絶
勧
告
』

の

第
四

部
『

汎
教
育
(
れ

£
㌢
†

已
F

O

弓
p

〔

勺
P

2
せ

p
e

巴

阜
)
』

か

ら

五

章
､

第
六

部
『

汎
改
革
(
-

く
訂
日

宇

ゃ
り

P

く

P

〔

勺
p

ロ
○

ユ

ぎ
s
-

且
.

､

)

』

か

ら

四

章
を
､

収
め
て

い

る
｡

七

部
作
の

『

絶
勧
告
』

に

つ

い

て

は

本
稿
後
節
で

述
べ

る

こ

と

と

し
､

本
筋
で

は
､

右
に

そ
の

第
一

-
四
､

一

〇
､

一

九
-
二

〇
章
の

み

が

抜
琴

(

1
)

さ

れ

て

い

る

に

す
ぎ

な
い

『

迷
宮
』

に

つ

い

て
､

ふ

れ

て

み

た
い
｡

一

六

二

三

年
執
筆
の
･

こ

の

書
は
､

著
者
と

ひ

と

し

く

敵
国
を

追
わ

れ

た

兄
弟

食
堂
職
者
た

ち
が
､

ク

ラ

ー

リ
ッ

ツ
ェ

(

内

岩
-

ど
e
)

の

ボ
ヘ

ミ

ア

語
詩

聖

書
(

一

五

九
三

年
成
立
)

と

共
に

そ
の

身
に

帯
び

た
･

ゆ
一

の

所
持
物

(

2
)

で

あ
っ

た
こ

と
に

照
し
て
､

兄
弟
合
の

社
食
意

識
や

宗

教
的
心

情
を

う
か

が

う
上

に

重

要
な

手
掛
り
を

含
む
ば

か

り

で

な

く
､

前
節
に

し

る

し

た
よ

う
に

若
き

日
の

著
者
の

メ

ン

タ

リ

テ
ィ

を

知
る

材
料
と

も

な

り
､

か

つ

ま

(

3
)

た

文
垂
史
上

最
も

す
ぐ

れ

た

寓
意
物
語
の
一

つ

と

許
さ

れ

る

に

も

拘
ら

(

4

)

ず
､

論
及
さ

れ

る

横
合
に

飴
り

恵
ま

れ

な
か

っ

た
｡

こ

の

作
品
は

全
五

四

季
か

ら

成
り
､

地

上
の

迷
宮
を

描
く
の

は
､

第
一

∂

章
-
第
三

六

章
､

魂
の

楽
園
を

示

す
の

が
､

第
三

七

草
以

下
で

あ

る
｡

そ

･
勿
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士
の

境
遇
で

あ

る
｡

彼
ら
は

常
時
に

は
､

豚
と

え

ら

ば

ず
､

酔
っ

て

泥
土

に

ま

ろ

び
､

桶
か

ら

余
り

食
ら

い
､

紳
に

は

じ

ず

神
を

お

そ

れ

ず
､

醜
行

の

限
り

を

表

す
｡

こ

の
･

第
六
の

街
の

地

下

室
に

は
､

人

を

刺
す

道
具
､

ぶ

ち
切

る

道
具
､

切

り

離
し
､

穴
を
あ

け
､

切

り

刻
み
､

突
き

通
し
､

切

り

落
し
､

引
き

裂
ふ

ミ

焙
る
､

等
々

の

道
具
が
､

幾
千
茎
の

馬
車
で

も

運

び

切
れ

ぬ

ほ

ど

に

積
み

上

げ
て

あ

る
｡

｢

こ

れ

は
､

ど

ん

な

野

獣
を

殺

す

用
意
な
の

だ

?
‥

人
間
を

だ

と

?

…

人

間
が

人

間
を

殺
す
た

め

に

(

-

旨
か

ロ

p

-
-

d

こ

こ

の

よ

う
な
･

お

そ

ろ

し
い

物
を

考
え

つ

く

と

は
､

紳
よ
､

ヽ

な
ん

と
い

う
狂
気
な

の

だ
ー
･

+

と

叫
ぶ

私
も
､

君
は

少
々

菊

難
し

星

だ

な
､

と

嘲
笑
を

買
う
に

す
ぎ

な
い
｡

突
然
軍
鼓
が

鳴
り

角
笛
が

響
く
｡

戦

士
た

ち
は

馳
せ

集
い

､

創
を

握
り

し

め
､

野
獣
よ

り
も

む
ご

た

ら

し

く

容

赦
な

く

斬
り

合
い
､

血

し
ぶ

き
が

飛
ぶ
｡

-
四

方
に

起
る

叫
喚
､

馬
蹄
の

響
き
､

甲
胃
が

ぶ

ち

あ

た

り

創
が

か

み

合
う
音
､

砲
火
の

轟
音
､

銃
･

砲

弾
の
･

耳
菜
を

か

す
め

る

普
､

角
笛
の

響
き
､

軍
鼓
の

と

ど

ろ

き
､

叱
咤

す
る

者
の

喚
き
､

勝
誇
る

者
の

喚
き
､

傷
つ

き

死
ん

で

行
く

者
の

喚
き
｡

す
さ

ま

じ
い

･

鉛
の

霞
､

お

そ

ろ

し
い

閃
光
と

苗
音
､

つ

ぎ
つ

ぎ

に

人
間

の

手
､

･
首
､

足
が

宙
に

飛
び
､

続
々

と

戦
士
は

倒
れ
､

す
べ

て

は

血
の

海

ヽ

に

泳
ぐ

ー
｡

思
わ

ず
私
は

叫
ん

で

い

た
､

｢

あ

あ
､

萬
能
な

る

紳
よ
､

一

鰹
ど

う
な

る

の

で

す
?

地

上

は

滅
び
る

ほ
か

な
い

の

で

す
か

?

(

♭
.c
ぎ

忌
e

m
O
オ

5

⊆
U

か

田
○
…

ダ
0

0
M

s

e

t

O
t

O

款
甘
叫

旨
F
)
1

日
○

已

ニ
ー

N

-

ロ
か

t

e

n

S
d

ふ
t

O
』

(

第
二

〇

章
)

ヽ

第
一

部
の

末
尾
で

私
に

1
な

ん

と
い

う
･

無
残
な
･

悲
惨
な
･

不

幸
な

人

類
で

あ

ろ

う
｡

地

上

は

も

は

や

救
い

難
い

｡

わ
が

希
望
は

す
べ

て

絶
え

果
て

た
｡

わ

が

上

に

呪

あ

れ

-
と

死
を

願
わ

せ

る

(

第
三

六

章
)

コ

ー

メ

ン

ス

キ

ー

の

ぺ

シ

､
､

､

ズ

ム

は
､

明

ら
か

に

三

十
年
戦
争
が

露
呈
し

た
･

右

の

よ

う
な
･

人

間
の

破
滅
の

目
撃
に

覆
す
る

以

外
の

も

の

で

は

な
い
｡

(

本
稿

本

筋
つ

づ

く
)

本

稿
､

お

よ

び

次

既
の

『

コ

メ

ニ

ュ

ウ

ス

に

お

け
る

呂
e
t

F
O

一

宏
∽

呵

n
･

〇

ユ
t

ど
p

と

呂
e
t

ど
d

ロ
∽

a

n

巴

思
i

O

P

-
Ⅴ
･

イ
ェ

リ

ネ
タ

の

見

解
へ

の

疑

問
』

執

筆
に

あ

た

り
､

(

筆

者
の

そ

れ

が

到

着

す
る

ま

で
)

○

ロ
○
､

そ

の

他
の

･

貴
重

な

資
料
を
､

ご

痛
苦

中
か

ら

芹

借

す
る

こ

と

を

お

許
し

下

さ

い

ま

し

た

梅

根

悟
先

生
､

『

選

集
』

そ

の

他
の

拝
借
を
ご

快
諾

下

さ

い

ま

し
た

国
民

教
育

研

究
所
､

そ
の

折
に

ご

高

配
を

賜
り

ま

し

た

上

原

専

政

先

生
に
､

心
か

ら

お

穫
を

中
途
ぺ

ま

す
｡

(

一

橋

大

学

助

教
授
)
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